
国際連携

新しい目標
この新しい目標に基づいて、新型コロナウイルス
感染症のパンデミックからの欧州経済の復興
では、以下に重点的に取り組みます。 
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目標の達成により、2030年までに以下のような
大きなメリットが得られる可能性があります。 

農業、土地利用、 
土地利用の変更、林業 

EU排出量取引制度 エネルギー効率 

再生可能 
エネルギー 

努力分担

道路輸送における 
CO2 排出 

目標の達成には新たな政策の導入が必要との認識に立って、欧州委員会
は、2021年6月に以下の分野で法案を提出する予定です。 

輸送： 
再生可能エネルギー 

のシェアを約 
24％に拡大 

土地利用： 
カーボンシンク 

（炭素吸収源）を
増やし、3億トンの

CO2を吸収
エネルギー：

排出量を75％
削減 

建物： 
排出量を 
36％削減 

エネルギー安全保障の 
向上、輸入の削減による
1,000億ユーロの節約 

EU全域に100万台
の充電ステーション

の設置 

大気汚染の 
60％削減 

生活環境と健康状態の 
改善による1,100億 

ユーロの医療費の節約 

エネルギー 
料金の低下

温暖化ガスの排出削減に向けた取り組みを 
強化するに当たって、EUは、パリ協定の実施に 
おいて日本をはじめとするパートナー諸国と 

緊密に連携していきます。 

行動計画
目標の達成には、 

幅広い分野での取り組みが必要です。

欧州委員会は、新型コロナウイルス感染症のパンデミックが重大な課題をもたらしているにもかかわらず、 
欧州の気候変動に対する意欲的な目標を引き上げ、2030年までにEUの温室効果ガス排出量を55％削減 

することを提案しています。当初目標の40%削減を上回る、この意欲的な目標は、2050年までにEUが 
「気候中立」を達成する道筋をつけることを目指しています。

グリーン雇用の創出 

競争力の育成 

クリーン技術の 
イノベーションの促進 

資源効率の 
高い経済の活性化 

EU加盟国がグリーン経済への移行に投資する
ことを支援するため、加盟国は7,500億ユーロ
の復興基金「次世代EU」とEUの次期長期予算
を活用することができます。 
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